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①基本構想 (10年 )
町の将来像やまちづくりの

基本的な方向性を示すもの。

②基本計画 (5年 )
　基本構想を実現するための

政策を分野別に示すもの。

③実施計画 (3年 )
基本計画に基づく具体的な

事業内容を示すもの。

わたしの夢、語ります

大西　櫂
かいと

叶 さん　美浜東小学校 6年 (丹生)

　僕の将来の夢は、犬や猫等の動物を保護して、助けて

あげる仕事に就くことです。理由は、動物が大好きで、動

物たちを助けてあげる人になりたいと思ったからです。

　僕が住んでいる丹生地区には、野良猫がたくさんい

て、よく見に散歩をしています。猫たちの中には、体

や毛がボロボロになっているかわいそうな子がいて、

その子たちを見て、ケガや病気をした動物たちを助け

てあげたいと思うようになりました。

　将来多くの動物たちを助けるために、今は保護施設

の管理人さんに話を聞いたり、動物の生態や習性等に

ついて勉強しています。これからも勉強を続け、将来動

物たちも人も幸せにできるような仕事をしたいです。
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動物たちを助けたい
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自転車での交通違反に青切符(交通反則通告制度)が導入されます 他
情報BOX  20

ふるさと昔よもやま話167／文芸欄  27

すこやか放送局  26

ハートフル広場
はじめてバースデー／町人さん／慶弔／人口の動き／広報クイズ
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くらしのカレンダー30

美浜発電所の状況について  25

　今月の特集に合わせ、第六

次美浜町総合振興計画を羅針

盤になぞらえました。

　新たな計画は、本町が未来

へ向かうための ｢道しるべ ｣

です。先行き不透明な時代だ

からこそ、羅針盤が指し示す

方向を信じ、迷いなく着実に

歩みを進める町の姿勢を表現

しました。

｢第六次美浜町総合振興計画｣がスタートします！  3

わたしの夢、語ります／表紙の写真／目次  2

みはまのまなび通信　Vol.10  18

林野火災注意報・林野火災警報の運用を開始しました  19

2026きいぱすはるまつり ／ 第65回美浜町民卓球大会 他
まちウォッチング  16

  14 中学校の休日部活動を地域移行します

まちづくりの羅針盤

｢ 第六次美浜町総合振興計画 ｣
がスタートします！

　町では、令和 8年度から 10年間のまちづくりの方向性

を示す ｢第六次美浜町総合振興計画 ｣を策定しました。

　今月号では、本計画の概要や策定までの経緯、計画に定め

た将来像やまちづくりの指針等についてお知らせします。

令和8年度当初予算  10

◆美浜町総合振興計画とは

　総合振興計画とは、町民・事業者・行政等、

町の構成員が一体となってまちづくりに取り

組むため、その基本的な考え方や目指す将来

像、またその実現のための具体的な手段を示

した｢まちづくりの羅針盤｣となる計画です。

◆計画策定の背景

　現在、人口減少や少子高齢化、デジタル技

術の高度化等、本町を取り巻く社会環境は劇

的に変化しています。また、自然災害の激甚

化や地球温暖化、犯罪・事故への対策等、町

民の生命と暮らしを守る ｢安全・安心 ｣の確

保は、より重要な課題となっています。

◆計画の構成と期間
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◆
策
定
の
体
制
と
経
緯

　

本
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、

町
民
・
転
出
者
を
対
象
と
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
施
策
の
現
状
に

対
す
る
満
足
度
や
重
要
度
、
こ
れ
か

ら
力
を
入
れ
る
べ
き
分
野
等
を
分
析

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
次
代
を
担
う
小
中
高
生
に

よ
る｢

Ｍ
Ｉ
Ｈ
Ａ
Ｍ
Ａ
サ
ミ
ッ
ト｣

で
の
提
案
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
等
を
通
じ
、
若

者
世
代
を
は
じ
め
と
す
る
多
様
な
視

点
か
ら
意
見
や
ア
イ
デ
ア
を
収
集
し

ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
各
種
団
体
等

の
代
表
や
町
議
会
議
員
で
構
成
さ
れ

る｢

審
議
会｣

、
町
職
員
で
構
成
す

る｢

策
定
委
員
会｣

、
町
民
と
町
職

員
で
構
成
さ
れ
各
専
門
分
野
の
施
策

を
検
討
す
る｢

検
討
会
議｣

に
お
い
て

そ
れ
ぞ
れ
議
論
を
重
ね
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
令
和
8
年
1
月
27
日
、
審

議
会
か
ら
戸
嶋
町
長
へ
計
画
の
答
申
が

あ
り
、
こ
れ
を
受
け
て
町
が
策
定
し
ま

し
た
。

町民の皆さんと共に
検討しました

審議会

検討会議

MIHAMA高校生サミット

MIHAMAこどもサミット

町民・転出者アンケート

↑戸嶋町長 (右 ) へ答申書を渡す鳥羽会長 (左 )

策定体制図

ＩＮＴＥＲＶＩＥＷ

総合振興計画審議会

鳥羽　学会長 さん

　

計
画
の
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
10
年

後
の
主
役
で
あ
る
子
ど
も
た
ち
や
学
生

の
皆
さ
ん
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
皆
さ
ん
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
希

望
を
、
計
画
に
詰
め
込
む
こ
と
が
で
き

た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

計
画
は
策
定
し
て
終
わ
り
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
町
に
関
わ
る
人
が
一
体
と
な

り
、
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

が
重
要
で
す
。
将
来
に
わ
た
っ
て
活
力

の
あ
る
、
地
域
愛
に
満
ち
た
ま
ち
を
実

現
す
る
た
め
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
に

は
何
が
で
き
る
か
、
共
に
考
え
て
ま
い

り
ま
し
ょ
う
。

◆
今
後
想
定
さ
れ
る
町
の
課
題

　

本
町
の
人
口
推
計
を
み
る
と
、
今
後

も
厳
し
い
局
面
を
迎
え
る
こ
と
が
予
測

さ
れ
て
い
ま
す
。

35
年
後
に
は
、
町
の
次
の
時
代
を

担
う｢

年
少
人
口｣

や
地
域
を
支
え

る｢

生
産
年
齢
人
口｣

が
お
よ
そ
半

減
す
る
一
方
、
高
齢
化
率
は
43
・
4
％

ま
で
上
昇
す
る
見
込
み
で
す
。こ
れ
は
、

現
役
世
代
1
人
が
高
齢
者
1
人
を
支

え
る
と
い
う
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
社
会

①
現
役
世
代
の
減
少
と
進
む
高
齢
化

　

若
年
層
の
減
少
は
、
こ
れ
か
ら
美
浜

で
生
ま
れ
る
子
ど
も
の
減
少
に
直
結
す

る
問
題
で
す
。
若
い
世
代
が｢

ず
っ
と

こ
こ
に
い
た
い｣
と
思
え
る
魅
力
が
な

け
れ
ば
、
や
が
て
町
全
体
の
活
力
が
失

わ
れ
、
誰
に
と
っ
て
も
住
み
づ
ら
い
場

所
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

だ
か
ら
こ
そ
、
若
者
や
女
性
か
ら

｢

選
ば
れ
る
町｣

に
な
る
こ
と
が
、
今

後
10
年
間
の
重
要
課
題
で
す
。
仕
事
の

選
択
肢
を
広
げ
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
住
環
境
を
整
え
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
昔
な
が
ら
の
温
か
い
つ
な
が
り
を

大
切
に
し
な
が
ら
、
一
人
ひ
と
り
の
生

き
方
を
尊
重
す
る｢

風
通
し
の
良
い
地

域｣

づ
く
り
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

人
口
減
少
や
高
齢
化
、
若
年
層
の
流

出
。
こ
れ
ら
は
本
町
が
持
続
可
能
な
町

で
あ
り
続
け
る
た
め
に
、
今
ま
さ
に
向

き
合
う
べ
き
現
実
で
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
状
況
を
悲
観
せ
ず
、

人
口
構
造
の
変
化
を
受
け
入
れ
、
町
民

一
人
ひ
と
り
が
豊
か
で
幸
せ
に
暮
ら
せ

る｢

次
な
る
仕
組
み｣

へ
ア
ッ
プ
デ
ー
ト

す
る
好
機
と
捉
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

年
代
別
の
人
口
を
み
る
と
、
20
代
・

30
代
の
若
年
層
、
と
り
わ
け
女
性
の
転

出
が
続
い
て
い
ま
す
。

20
代
前
半
で
は
就
職
を
機
に
、
希
望

す
る
職
種
や
生
活
の
利
便
性
を
求
め
て

町
を
離
れ
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
20
代
後
半
か
ら
30
代
前
半
で

は
、
結
婚
・
出
産
を
機
に
、
住
居
や
買

い
物
環
境
を
求
め
て
転
出
す
る
ケ
ー
ス

が
目
立
ち
ま
す
。

②
若
者
、
特
に
女
性
の
転
出
が
顕
著

構
造
へ
の
変
化
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

　

人
口
減
少
に
よ
り
、
労
働
力
不
足
や

空
き
家
・
耕
作
放
棄
地
の
増
加
、
集
落

機
能
の
低
下
等
、
こ
れ
ま
で
当
た
り
前

だ
っ
た
地
域
や
社
会
の
仕
組
み
が
維
持

で
き
な
く
な
る
懸
念
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
こ
れ
か
ら
の
10
年
間
は
、

｢

い
か
に
人
口
を
維
持
す
る
か｣

と
い
う

視
点
に
加
え
、｢

人
口
が
減
少
し
て
も
、

ど
う
す
れ
ば
豊
か
に
暮
ら
し
続
け
る
に

は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か｣

と
い
う
考
え

方
が
何
よ
り
も
重
要
に
な
り
ま
す
。

※諮問 … 行政が専門家や有識者等に意見や判断、見解等を尋ねること

※答申 … 諮問機関 (審議会等 )が、諮問された事項について結果を、
　　　　  意見や勧告としてまとめた公式回答

資料：国勢調査、国立社会保障・人口問題研究所による人口推計準拠

2015年1990年

地
域
愛
に
満
ち
た

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

このまま人口減少・少子高齢化が進むと・・・

生活

産業
行政

空き家、空き店舗の増加

医療、福祉サービスの需要増加と担い手不足

小中学校の縮小・廃止

公共交通の縮小

土地の荒廃 (耕作放棄地 )

労働力不足

産業の衰退

地域コミュニティの衰退

社会保障費の増大

社会インフラの劣化

税収の減少

まちの ｢基盤 ｣の維持が困難に (持続可能性への懸念 )
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◆
基
本
構
想

　

町
の
課
題
を
踏
ま
え
、
10
年
後
の

町
の
将
来
像
と
、
そ
の
実
現
に
向
け

た
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
を
上
記
の
と

お
り
定
め
ま
し
た
。
ま
た
、
分
野
ご

と
の
6
つ
の
基
本
目
標
を
掲
げ
て
い

ま
す
。(

左
頁
参
照)

　

本
計
画
で
は
、
人
口
減
少
等
の
大

き
な
変
化
を
乗
り
越
え
、
将
来
に
わ

た
っ
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
ま
ち
を

つ
く
る
た
め
、
本
町
が
こ
れ
ま
で
大

切
に
し
て
き
た｢

人｣

中
心
の
ま
ち

づ
く
り
を
さ
ら
に
進
化
さ
せ
る
と
と

も
に
、
一
人
ひ
と
り
の｢

挑
戦｣

を

支
え
、
多
様
な
主
体
が
手
を
取
り
合

う｢

共
創｣

に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
一

歩
先
へ
と
進
む
町
を
目
指
し
ま
す
。

◆
基
本
計
画

　

基
本
計
画
は
、
基
本
構
想
で
示
す

6
つ
の
基
本
目
標
を
達
成
す
る
た
め

の
具
体
的
な
施
策
を
定
め
た
も
の
で

す
。（
左
頁
参
照
）

　

施
策
に
つ
い
て
は
、
社
会
の
変
化

や
進
捗
状
況
に
合
わ
せ
て
柔
軟
に
見

直
し
、
適
正
に
進
捗
管
理
を
行
い
な

が
ら
着
実
に
実
行
し
て
い
き
ま
す
。

■ 将来像 (10年後目指す まちのすがた )

■ まちづくりの指針 (将来像実現のための方向性 )

未来志向の ｢人づくり ｣
　地域への深い愛着と誇り (地域愛 )を醸成し、変化を恐れず主体的に行動

する ｢ひと ｣を育みます。すべてのまちづくりの起点は ｢ひと ｣であり、多

様な学びと経験を通じて、美浜の未来を担い、切り拓く人材を創出します。

活躍と交流の ｢場づくり ｣
　若者や女性、高齢者等誰もが輝ける魅力的な仕事や活動のフィールドを整備します。また、

応援クルー等外部の力を積極的に巻き込み、多様な人々が交わり響き合うことで、新たな価

値が生まれる ｢場 ｣を創出します。

持続可能な ｢しあわせの基盤づくり ｣
　まちの歴史・文化や豊かな自然環境を守り継承しつつ、デジタル技術や防災機能の強化によ

り、誰もが安全・安心に暮らせる持続可能な生活基盤を盤石なものにします。心身の健康と快

適な生活環境(ウェルビーイング(※ ))こそが、挑戦と共創を支える揺るぎない土台となります。

基

本

構

想 1. 学びで ｢未来 ｣をひらく まち

　学校・家庭・地域が連携した学びで一人ひとりの可能

性を伸ばします。郷土への誇りや伝統文化の継承を通じ

て地域愛を育み、未来を切り拓く｢人づくり｣を進めます。

【教育、文化】

2. 健やかで ｢つながり ｣暮らせる まち

　健康寿命の延伸や地域包括ケアシステムの深化、町民

総ぐるみの健康づくり・介護予防を推進し、元気な高齢者

が地域で活躍できる仕組みを整えます。切れ目のない子育

て支援を充実させ、安心して暮らせる環境をつくります。

【保健・福祉・医療】

3. 新たな価値を創造し
　　｢にぎわい ｣を育む まち

　ブランド化や高付加価値化等、本町の資源を生かした

観光・産業振興を進め、｢稼ぐ力｣とにぎわいを高めます。

若者や女性の就業・起業を支援し、多様な働き方や新た

な ｢しごと ｣を生み出します。

【産業、雇用】

4. 自然と ｢調和 ｣する心やすらぐ まち

　本町の豊かな自然環境を次世代へ継承するとともに、

ゼロカーボンや循環型社会の実現に向けて取り組みま

す。計画的な土地利用や快適な住環境整備を進めます。

【環境、都市計画、エネルギー】

5. 共に ｢創る ｣安心安全な まち

　地域防災力向上や災害に強いインフラ整備等を通じ、

誰もが安心して暮らせる地域をつくります。デジタルを

活用した分かりやすい情報提供に努める中で、防災意識

の向上を図ります。

【都市基盤、防災、交通安全】

6. ひとが繋がり未来に ｢挑む ｣ まち

　人権尊重や男女共同参画、国際交流を通じて多様性を認

め合う社会を築くとともに、｢応援人口 (関係人口 )( ※ 1)｣

の拡充を図ります。行政や町民、企業、応援クルー等の共創

により地域課題を解決し、持続可能な行財政運営を進めます。

【人権、地域コミュニティ、行財政運営】

ひと育み 未来に挑む 共創のまち ～継承、進化する　美
うま

し美浜～ひと育み 未来に挑む 共創のまち
将来像

ひと育み 未来に挑む 共創のまち
～継承、進化する　美

うま

し美浜～

まちづくりの指針

・未来志向の ｢人づくり ｣ ・持続可能な ｢しあわせの基盤づくり ｣

・活躍と交流の「場づくり」

＜基本構想・基本計画の体系＞

基本目標 基 本 計 画
1. 豊かな人生を育む学びの推進

2. 主体性を育む学校教育の推進

3. 歴史・文化を未来へ繋ぐ学びの推進

1. 地域福祉の推進

2. こども・子育て支援の充実

3. 高齢者福祉・障がい者福祉の充実

4. 健康づくりの啓発と推進

5. 地域医療対策の推進

6. 医療保険事業の適正な運営

1. 農業の振興

2. 林業の振興

3. 水産業の振興

4. 商工業の振興

5. 観光の振興

6. 産業振興によるにぎわい創出

7. エネルギー施策と地域振興

1. 自然環境の保全とGX( ※ 2) の推進

2. 快適な都市整備と交通体系の充実

1. 減災・防災対策の推進

2. 水道・下水道の整備

3. 町土保全対策の推進

4. 交通安全・防犯・消費者保護対策の推進

5. 原子力安全確保対策の強化

1. 多様性を尊重する人権教育・啓発の推進

2. デジタル化の推進

3. 地域愛に満ちたコミュニティの充実

4. ｢ 応援人口 ｣と共に創るまちづくり

5. 健全な行財政運営の推進

※心身ともに満たされ、自分らしく幸せに生きている状態のこと

※2　 ｢Green Transformation｣ の略称。化石エネルギーに依存している経済・社会・産業の構造を非化石エネルギー中心の
構造に移行させる変革のこと

※1　 移住した ｢定住人口 ｣でもなく、観光に来た ｢交流人口 ｣でもない、地域や地域の人々と多様に関わる人々のこと
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◆
優
先
施
策
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会
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大
き
な
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化
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中
、
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の
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計
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施
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ま
す
。

　

本
計
画
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は
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重
要
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学
び
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と
し
た
挑
戦｣｢

稼
ぐ

力
の
強
化
と
共
創
の
シ
ナ
プ
ス｣

｢

命
を
守
る
強
靭
化｣｢

暮
ら
し

の
質
の
最
適
化｣

の
4
つ
の
キ
ー

ワ
ー
ド
の
も
と
、
社
会
的
ニ
ー
ズ

や
緊
急
性
が
特
に
高
い
21
施
策
を

｢

優
先
施
策｣

に
選
定
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
を
将
来
像
実
現
に
直
結

す
る
柱
と
し
て
位
置
づ
け
、
前
期

5
年
間
で
重
点
的
か
つ
効
率
的
に

投
資
し
、
施
策
を
横
断
的
に
推
進

し
ま
す
。

まちづくりの指針②　活躍と交流の ｢場づくり ｣

施策に係る
キーワード 稼ぐ力の強化と共創のシナプス２
　若者や女性が ｢しごと ｣を理由に転出する現状を打破するため、既存産業にデジタルや付加価値を

掛け合わせ、多様な人々がつながり響き合う交流の舞台 (シナプス )を創出します。

まちづくりの指針①　未来志向の ｢人づくり ｣

施策に係る
キーワード 学びをエンジンとした挑戦１
　本町の原点である ｢生涯学習 ｣を、未来を切り拓き地域課題を解決するための ｢挑戦のエンジン ｣

へと進化させます。外部からの人材獲得競争に頼るだけでなく、地域の中で次世代の担い手を継続的

に育てる仕組みを最優先事項とします。

優

先

施

策

● ｢ みはまシナプスプロジェクト ｣による共創型人材育成の推進
　学びを糧に挑戦し、未来を拓く人材を育成します。また、放課後教室サン等を通じ、次世代の担い手
を地域で育む体制を築きます。

● 地域とともにつくる魅力ある学校づくり
　地域への愛着を深めるとともに、将来を主体的に考える力を育むため、ふるさと学習やキャリア教育
を充実させます。

● 主体的なまちづくりへの参画
　子どもや若者、女性の参画を促し多様なニーズを反映することで、若者や女性に選ばれるまちづくり
を推進します。

優

先

施

策

● 未来に絆
つな

ぐ安定した経営体づくり
　スマート農業と販路開拓で経営を効率化・高収益化し、若者や新規就農者が挑戦し活躍できる魅力ある
農業を確立します。

● 水産資源の高付加価値化とブランド戦略の推進
　優れた鮮度保持・加工技術による高付加価値化を支援し、温暖化による不漁時でも安定収益を得られる
構造を構築します。

● 経済活性化と滞在価値の最大化
　にぎわいゾーン (JR 美浜駅～なびあす )に商業・サービス機能を集約するとともに、イベントや仕掛けで
消費を促し ｢稼げるエリア ｣へと価値を高めます。

● 地域経済の活性化
　特産品や体験商品の開発・造成、飲食・宿泊施設の充実、広域連携による魅力発信を強化し、周遊滞在型観光
への転換により観光消費を拡大します。

● ｢ みはまシナプスプロジェクト ｣を通じた共創の仕組みづくり
　官民や応援クルーとの共創を強化し、各々の知見を地域課題の解決につなぐマッチング体制で未来へ
の挑戦を支えます。

美浜町長 戸嶋 秀樹

　

社
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す
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現
在
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も
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心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
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築
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れ
る
大
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な
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命
で
す
。

　

本
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受
け
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、
町
民

一
人
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と
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学
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と
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新
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を
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で
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り
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指
し
ま
す
。

　

未
来
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を
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は
、
町
民
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皆
さ
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事
業
者
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皆
さ
ん
、
行

政
、
そ
し
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全
国
か
ら
美
浜
を
支
え

る
応
援
ク
ル
ー
の
皆
さ
ん
で
す
。
全

員
が
共
創
の
精
神
で
手
を
取
り
合

い
、
誰
も
が
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と
誇
り
を
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感
で

き
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美
し
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を
築
い
て
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き

ま
し
ょ
う
。

｢ 優先施策 ｣イメージ図

優先施策(2割)

振興計画に位置付ける主要施策

町の施策全体

み
ん
な
で
創
る
、

ず
っ
と
住
み
た
い｢

美
し
美
浜｣

へ

まちづくりの指針③　持続可能な ｢しあわせの基盤づくり ｣

施策に係る
キーワード 命を守る強靭化３
　激甚化する自然災害や原子力特有のリスクから、町民や来訪者の命と財産を確実に守り抜くため、

最優先で取り組むべき安全の基盤です。

優

先

施

策

● デジタル技術を活用した災害情報収集・発信
　自然災害から命を守るため、デジタル技術で迅速かつ
多言語による情報発信と安全な暮らしを確立します。

● 地域防災力の向上
　自助・共助を軸に自主防災組織の設立と活動の活性化、
防災人材の育成を推進し、地域コミュニティの共助力の
最大化に努めます。

● 主要幹線道路の整備
　複合災害に備え、主要幹線道を「命の道」として整備・
維持します。また、舞鶴若狭自動車道の 4車線化や新
庄～滋賀県高島市間道路の早期実現等、国・県と連携し
緊急輸送網を確立します。

● 災害に強い上下水道施設の構築と発災時の体制強化
　耐震化や計画的な更新により上下水道のインフラを強化
し、将来にわたり安全・安心な生活基盤を維持します。

● 安全確保体制の強化
　関係機関と連携し、原子力の安全確保を最優先とした
実効性の高い原子力防災体制と町民の安全・安心の確保
に努めます。

施策に係る
キーワード 暮らしの質の最適化４
　人口減少下でも、全町民が健やかに、自分らしく、そして利便性を享受して暮らし続けられる

｢ しあわせ ｣ の質を担保するための施策です。

優

先

施

策

●地域共生社会の実現に向けた地域福祉の推進
　地域で孤立を防ぐ交流の場を広げ、支え合いと生き
がいを育み、誰もが幸せを実感できる地域共生社会を
築きます。

● 若い世代の仕事と子育ての両立を支える
　 社会づくりの推進
　保育サービスや放課後児童クラブを充実させ、仕
事と子育ての両立を支援し、若い世代が安心して自
分らしい生活を送れる環境を整備します。

● 町民自身が取り組む健康づくり

　「げんげん運動プラスUP」の推進により生活習
慣病を予防し、心身ともに健やかに暮らせる「しあ
わせの基盤」を築きます。

● 地域包括ケアシステムの深化・推進
　住民主体の介護予防や健康づくりを推進し、元気
な高齢者が地域の担い手として活躍・交流できる場
を充実させ、社会参加を通じた交流を促進します。

● 地域医療の充実
　嶺南地域の医療格差を是正するため、医療機能の高度
化や体制再構築を関係機関へ要望していきます。

● 公共交通ネットワークの確保と利便性向上
　事業者等と連携し、バスや鉄道等のあり方を検討する
とともに、効果的で持続可能な公共交通ネットワークを
構築します。

● 良質な環境づくり
　スマートタウンや小規模分譲地を整備し、最新技術と
良好な住環境を両立するとともに、地元で住み続けられ
る選択肢を広げます。

● 誰もが恩恵を享受できるDX( ※ ) の推進
　高齢者等への支援で情報格差を解消し、誰もがデジタ
ルの恩恵を享受できる ｢誰一人取り残さない ｣社会を築
きます。

※  ｢Digital Transformation｣の略称。デジタル技術で人々
の生活をより良いものに変革すること
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予算
令和　 年度8

2
月
6
日
か
ら
2
月
17
日
に
か
け
て
開
催
さ
れ
た
町
議
会
で
、
令
和
8
年

度
予
算
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
8
年
度
予
算
は
、
物
価
高
騰
の
影
響
を
考
慮
し
な
が
ら
も
、
事
業
全

般
に
わ
た
り
歳
出
額
の
縮
減
に
務
め
る
と
と
も
に
、
優
先
す
る
べ
き
重
要
施

策
に
対
し
て
、
重
点
的
に
予
算
を
配
分
し
ま
し
た
。

用 明説語

① 町税･･･町民税、固定資産税、軽自動車税等、町
に納められる税金

⑦ 地方譲与税･･･地方揮発油譲与税、自動車重量譲
与税、森林環境譲与税

⑧ 税交付金･･･利子割交付金、配当割交付金、株式
等譲渡所得割交付金、法人事業税交付金、地方消
費税交付金、環境性能割交付金

⑨ その他交付金･･･地方特例交付金、交通安全対策
特別交付金

⑩ 地方交付税･･･地方公共団体が一定水準の業務がで
きるよう財政状況に応じて国から交付されるお金

② 分担金及び負担金･･･一定の事業により特別な利
益を受ける者からその事業に要する経費の全部ま
たは一部を受益に応じて徴収するお金

③使用料及び手数料
　使用料･･･総合体育館等、公の施設の使用料等
　手数料･･･税の証明や住民票等の交付に対する手数料等

⑪ 国庫支出金･･･国が公益性を認め、その事業を実
施するために国から交付されるお金

⑫ 県支出金･･･事業等、特定の目的の財源として県
から交付されるお金

⑤ 繰入金･･･基金等の取り崩し及び一般会計･特別会
計の会計間で相互に資金運用するお金

⑥ 諸収入･･･他の収入科目に含まれない収入をまと
めた科目。延滞金や預金利子、雑入等

④その他･･･財産収入、繰越金、寄附金

※自主財源･･･町が自らの権限で収入できるお金

※依存財源･･･国や県等から交付されるお金

歳　入

①議会費･･･議会活動にかかる経費

② 総務費･･･自治振興、広報、戸籍、統計、選挙等
にかかる経費

③ 民生費･･･児童福祉･障がい福祉サービスや老人福
祉の増進、保育園の管理･運営にかかる経費

④ 衛生費･･･保健衛生、ごみ処理等、衛生的な生活
のためにかかる経費

⑤労働費･･･労働者への貸付等にかかる経費

⑥ 農林水産業費･･･農林水産業の施設整備･振興や農
業委員会の運営に係る経費

⑦ 商工費･･･中小企業の振興育成・雇用促進、観光
振興にかかる経費

⑧ 土木費･･･道路･橋･河川･町営住宅の管理や都市計
画にかかる経費

⑨消防費･･･消防署や水防･防災対策にかかる経費

⑩ 教育費･･･小中学校の管理･運営や総合体育館等の
管理･運営、社会教育、学校給食にかかる経費

⑪ 公債費･･･町債の元金及び利子の支払いにかかる
経費

⑫ 予備費･･･予算編成で予期しなかった支出に対応
するための経費

歳　出

予算総額
135億 1,148万円

※ 実際の予算額は千円単位ですが、
分かりやすくするため万円単位
で表示しています。

①町税
　40億
　8,849万円

(+2.0％ )

③使用料及び手数料
　1億 1,621万円

(+32.1％ )

④その他
　3億 1,729万円

(+48.8％ )

⑤繰入金
　9億 949万円

(-2.9％ )

⑥諸収入
　1億 6,255万円

(-7.8％ )

⑦地方譲与税
　6,596万円

(+4.7％ )

⑧税交付金
　3億 540万円

(+10.1％ )

⑨その他交付金
　700万円

(± 0％ )

⑩地方交付税
　3,000万円

(± 0％ )

⑪国庫支出金
　15億
　4,838万円

(-5.6％ )

⑫県支出金
　12億
　867万円

(-4.2％ )

■ 一般会計歳入

②分担金及び負担金
　4,654万円

(-23.9％ )

※ (　) は対前年度比

会　計　区　分 予算額　

特別会計

診療所事業 1億3,072万円(+6.9％)

国民健康保険事業 11億715万円(-1.2％)

後期高齢者医療事業 1億9,869万円(+20.1％)

介護保険事業 11億4,161万円(+2.3％)

産業団地事業 232万円(-1.8%)

住宅団地事業 851万円(-52.8%)

道路用地取得事業 0万円(±0%)

合　　計 25億8,900万円(+1.8％)

企業会計

上水道事業 11億617万円(+35.8％)
下水道事業 10億1,033万円(-15.4%)

合　　計 21億1,650万円(-0.2％)

■ 特別会計 ･企業会計 ※ (　) は対前年度比

(+16.4％ )

※ (　) は対前年度比■ 一般会計歳出

一
般
会
計
は
前
年
度
比
か
ら
微
増
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ま
た
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こ
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上
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て
い
ま
す
。

　

歳
出
で
は
、
総
務
費
で
標
準
準
拠

シ
ス
テ
ム
移
行
業
務
委
託
料
等
の
減

に
よ
り
、
減
額
し
ま
し
た
。
ま
た
、

議
会
費
で
議
員
報
酬
の
増
額
及
び
政

務
調
査
費
の
増
、
民
生
費
で
は
、
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
あ
そ
び
場
整
備

事
業
工
事
費
、
衛
生
費
で
は
、
美
浜

斎
苑
の
改
修
工
事
、
教
育
費
で
は
、

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
事
業
、
図
書
館
シ
ス

テ
ム
機
器
の
入
替
業
務
等
の
計
上
に

よ
り
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一般会計

億88 598 万円

　一般会計は、福祉や教育、道路整備等、町の基本的な行政

サービスを行う会計で、主に町税(住民税や固定資産税)等で

賄われています。

特別会計　25億 8,900万円

　特別会計は、特定の事業を行うために必要なお金を出し

入れする会計です。｢診療所事業｣や｢国民健康保険事業｣

等、7つの会計があります。

企業会計　21億 1,650万円

　企業会計は、一般の会社と同じ会計方式をとる会計です。町

には｢上水道事業｣と｢下水道事業｣の2つの会計があります。

自
主
財
源
64
・

1％

依

存
財
源
35
・
9
％

歳入
88億
598万円
(+0.5％ )

①議会費1億
　　　　 3,163万円

(+22.4％ )

②総務費
　15億
　9,847万円

(-5.5％ )

③民生費
　21億
　8,053万円

(+1.7％ )
④衛生費
　13億
　7,427万円

(+3.5％ )

⑤労働費 4,183万円
⑥農林水産業費
　3億 3,922万円

(-5.3％ )

⑧土木費
　4億 526万円

(-5.1％ )

⑨消防費
　4億 3,399万円

(-5.8％ )

⑩教育費
　12億
　4,590万円

(+2.1％ )

⑪公債費 6億 3,152万円
(-2.0％ )

⑫予備費 2,000万円
(± 0％ )

歳出
88億
598万円

⑦商工費
　4億 336万円

(+23.1％ )

(+0.5％ )
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令和　 年度8

まちづくりの推進に向けた

町の主要事業 
町では、第六次美浜町総合振興計画に基づき、行政運営を進めていきます。
前頁でお知らせした令和 8年度の予算において、本町が行う主な事業を 4つのキーワードに
基づき紹介します。

優先施策①優先施策① 命を守る強靭化キーワード③

施工期間
施工延長

▶

▶

令和 8年度～令和12年度 (予定 )
L=820m
( うち令和 8年度施工予定 L=170m)

1 億 7,773 万円基幹管路耐震化事業
　美浜町上水道ビジョンに基づき、水道を供給する

ための大動脈となる送水管及び基幹配水管について

耐震管への布設替工事を実施します。

対　　象
内　　容

▶

▶

美浜消防団第2分団第2部(菅浜区)
消防車両等器具置場の新築

対　　象
内　　容

▶

▶

町内各消防団 (5カ所整備予定 )
夏季や冬季における活動環境改善の
ため、団員待機場にエアコンを設置

1,158 万円消防施設整備事業
　地域防災力の要となる地区消防団の施設整備や活動環境向上を支援

することで地域防災力強化を図り、安全・安心のまちづくりを推進します。

①消防器具置場新築工事費補助 ②消防団待機施設空調設備設置費補助

↑はあとぴあ設置予定の屋内あそび場 (イメージ )

整備場所
対象年齢
特　　徴

▶

▶

▶

制服支給対象
応援給付金の
支給

▶

▶

保健福祉センターはあとぴあ内
乳幼児～小学校低学年
・ 多世代が共同して利用可能
・町産材の木材を利用した遊具
・周囲に団らん用ソファを設置　等

小学校及び中学校入学予定者130人

中学 3年生の保護者60人
(1 人 7万円 )

3 億 8,318 万円こどものあそび場づくり事業
　あそび場基本計画に基づき、全天候型あそび場とし

て、きいぱすにデジタル遊びを盛り込んだ遊具の整備や

体育館の老朽化に伴う改修工事を行うほか、令和8年

度新たに、はあとぴあ内に屋内あそび場を設置します。

910 万円デイサービス改修事業
　デイサービスセンターほほえみの施設の長寿命化

と求められる福祉ニーズに幅広く対応するため、機

能訓練スペースやリハビリ設備の拡充等の改修工事

を行います。工事期間は、令和8年度から令和9年

度で、令和8年度は設計業務を行います。

DX推進事業
　町公式 LINE の機能や電子申請・施設予約等

を拡充し、デジタルによる住民の利便性向上を

図ります。また、デジタル技術をすべての住民が

等しく使えるように、スマホ教室等を実施します。

1,630 万円｢ 輝く未来へ ｣新入学等応援事業
　入学・卒業に伴う保護者の経済的負担を軽減する

ため、町内小中学校の新入学予定者に制服を支給し

ます。また中学 3年生の保護者に対し、応援給付

金を給付します。

930 万円

4,176 万円美浜斎苑整備事業
　美浜斎苑を快適に利用してもらうための改修工

事を実施します。工事期間は、令和8年度から令

和 9年度で、令和 8年度は、照明器具の LED化

や屋内設備の更新等を行います。

暮らしの質の最適化キーワード④

727 万円ふるさと美浜元気フォーラム推進事業

　町では ｢地域愛 ｣の醸成とまちの未来を担う ｢ひとづくり ｣に重点
的に取り組んでいます。学びを挑戦のエンジンとし、変化をおそれず
未来を切り拓く人材を育む ｢ひとづくり ｣事業の強化のため、教育現
場と地域の連携強化を図ります。 ↑令和7年度ふるさと美浜元気フォーラム

学びをエンジンとした挑戦キーワード①

みはまシナプスプロジェクト事業
　JR 美浜駅からなびあすまでのにぎわいゾーン ( 仮 ) に美浜らしいにぎわいを創出することを目標に、
人づくり・空間づくり・コンテンツづくりの行動指針に基づき事業を展開します。また、応援人口の関わ
りしろの拡大や地域おこし協力隊制度を活用してプロジェクトの更なる推進体制を構築します。

●学びを軸とした次世代まちづくり事業 (4年目 )

▶ 小中学生を対象とした美浜町公設塾「放課後教室サン ｣と高校生を対象とした ｢学びコミュニティKai｣

の運営を継続して実施します。

●地方×地方交流事業

▶ 高校生を対象とし、地方を舞台に他地域同世代との交流や、

地域課題解決に向けた情報交換を行います。

5,829 万円

若狭みはま魅力発信事業
　町が設定したペルソナ (具体的に設定した架
空の顧客像 )の誘客につながる出向宣伝や広告
掲載等を行うとともに、観光客の受け皿となる
体験コンテンツの充実等を図ります。

3,480 万円

レイクセンター運営事業
　レイクセンターを安全かつ快適に利用しても
らうための施設管理及び運営を行うほか、経営
強化戦略に基づき、四季折々のイベントクルー
ズの実施や広報の強化等、三方五湖観光の拠点
となるよう、周辺の観光施設等と連携し、周遊
滞在型観光の推進を図ります。

6,751 万円

若狭みはま魅力アップ事業
　町が観光客の目的地となるように、｢光の波プ
ロジェクト in 水晶浜 ｣ 等の地域資源を生かした
魅力アップイベントを開催します。

2,167 万円

稼ぐ力の強化と共創のシナプスキーワード②

↑令和7年度に開催した、光の波プロジェクト in 水晶浜
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中
学
校
の
休
日
部
活
動
を

地
域
移
行
し
ま
す

部
活
動
の
形
が
変
わ
る

　

全
国
的
に
進
め
ら
れ
て
い
る｢

部
活
動
地
域
移

行｣

。
町
で
も
、
地
域
と
協
力
し
子
ど
も
た
ち
が

安
心
し
て
活
動
に
取
り
組
め
る
体
制
づ
く
り
を
進

め
て
い
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
令
和
8
年
4

月
か
ら
中
学
校
の
休
日
部
活
動
を
地
域
ク
ラ
ブ
活

動
へ
移
行
し
ま
す
。

　

地
域
ク
ラ
ブ
と
は
、
中
学
校
部
活
動
に
代

わ
る
活
動
の
受
け
皿
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
や

音
楽
・
芸
術
活
動
等
を
通
じ
て
、
地
域
の
皆

さ
ん
と
共
に
生
徒
の
健
全
育
成
に
取
り
組
む

地
域
主
体
の
ク
ラ
ブ
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
部
活
動
で
は
、
教
職
員
や
部

活
動
指
導
員
が
、
学
校
内
で
の
運
営
や
指
導

を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
地
域
ク
ラ
ブ
へ
移

行
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
方
た
ち
が
主
体
と

な
っ
て
ク
ラ
ブ
運
営
や
指
導
を
行
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、学
校
施
設
だ
け
で
な
く
、

町
体
育
館
等
多
様
な
場
所
で
活
動
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

町
で
は
、
町
が
定
め
る
認
定
基
準
に
基
づ

き
、
子
ど
も
た
ち
が
安
全
安
心
に
参
加
で
き

る
と
判
断
し
た
団
体
を｢

地
域
ク
ラ
ブ｣

と

し
て
認
定
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
地
域
と
協

力
し
な
が
ら
、
指
導
者
の
配
置
や
安
全
管
理

等
に
つ
い
て
も
、
町
が
確
認
し
、
子
ど
も
た
ち

が
安
心
し
て
活
動
に
取
り
組
め
る
持
続
可
能

な
体
制
・
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

■
町
が
目
指
す｢

地
域
ク
ラ
ブ｣

　

令
和
4
年
12
月
に
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
・
文
化

庁
か
ら｢

学
校
部
活
動
及
び
新
た
な
地
域
ク

ラ
ブ
活
動
の
在
り
方
等
に
関
す
る
総
合
的
な

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン｣

が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、｢

地
域
の
子
ど
も

た
ち
は
、
学
校
を
含
め
た
地
域
で
育
て
る｣

と
い
う
意
識
の
も
と
、
学
校
中
心
の
部
活
動

か
ら
、
地
域
と
連
携
し
て
支
え
る
仕
組
み
へ

転
換
す
る
指
針
等
が
示
さ
れ
て
お
り
、
地
域

と
共
に
支
え
る
仕
組
み
へ
と
見
直
し
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

■
部
活
動
の
形
が
変
わ
る

　

中
学
校
の
部
活
動
は
、
体
力
や
競
技
技
術

の
向
上
だ
け
で
は
な
く
、｢

仲
間
と
協
力
す

る
力｣

や｢

責
任
感｣｢

連
帯
感｣

を
育
む
等
、

子
ど
も
た
ち
の
成
長
に
と
っ
て
大
き
な
役
割

を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
少
子
化
に
よ
る
生
徒
数
の
減
少

や
教
職
員
数
の
減
少
等
に
よ
り
、
学
校
だ
け

で
部
活
動
を
支
え
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て

■
中
学
部
活
動
が
抱
え
る
課
題

　

中
学
校
の
現
状
や
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

受
け
、
町
で
は
令
和
7
年
度
に
中
学
校
及
び

町
の
関
係
者
や
保
護
者
、地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
・

文
化
活
動
関
係
者
等
で
構
成
す
る｢

中
学
校

部
活
動
の
地
域
移
行
の
た
め
の
組
織
・
体
制

検
討
委
員
会｣

を
設
置
し
ま
し
た
。
同
委
員

会
で
は
、
髙
木
伊
佐
男
委
員
長
を
中
心
に
令

和
8
年
度
か
ら
の
休
日
部
活
動
の
地
域
移
行

に
向
け
て
、
進
め
方
や
町
の
部
活
動
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
の
策
定
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
協
議
を
重

ね
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の
地
域
ク
ラ
ブ
活
動

へ
の
ニ
ー
ズ
や
要
望
を
調
査
す
る
た
め
、
中

学
校
の
生
徒
及
び
そ
の
保
護
者
、
町
内
に
あ

る
小
学
校
4
年
生
か
ら
6
年
生
の
児
童
を
対

象
に
部
活
動
や
ク
ラ
ブ
活
動
に
つ
い
て
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
中
で
、
部
活
動
へ
の
参

加
目
的
に
は｢

技
術
や
体
力
の
向
上｣

や｢

目
標
達
成
に
向
け
て
や
り
抜
く
力
を
身
に
つ

け
る
こ
と｣

等
が
挙
げ
ら
れ
、
よ
り
満
足
す

る
ク
ラ
ブ
活
動
を
行
う
た
め
に
、｢

今
ま
で

以
上
に
勝
利
を
目
指
す
活
動
に
し
た
い｣｢

専

門
的
で
丁
寧
な
指
導
を
受
け
た
い｣

等
と
い
っ

た
要
望
が
あ
り
、
専
門
的
な
指
導
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
ク
ラ
ブ
活
動
を
求
め
て
い
る

こ
と
等
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

同
委
員
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
協
議
や
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
を
踏
ま
え
、
令
和
8
年
度
以

降
の
方
針
及
び
地
域
移
行
の
展
開
に
つ
い

て
、
次
の
と
お
り
定
め
ま
し
た
。

■
町
で
の
取
り
組
み

↑検討委員会

き
て
い
ま
す
。
美
浜
中
学
校
の
生
徒
数
は
平

成
10
年
度
の
４
４
５
人(

※)

か
ら
減
少
を

続
け
て
お
り
、
令
和
5
年
度
に
は
１
９
９
人
、

更
に
10
年
後
の
令
和
15
年
度
に
は
１
６
０
人

ま
で
減
少
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ま
ま
で
は
、
チ
ー
ム
を
組
め
な
い

競
技
が
出
て
く
る
こ
と
や
、
教
職
員
数
の

減
少
に
よ
り
部
活
動
の
維
持
が
課
題
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

※
丹
生
分
校
の
生
徒
数
を
含
む

↑美浜中学校の生徒数の変化

平
成
10
年

平
成
11
年

平
成
24
年

平
成
25
年

令
和
元
年

令
和
5
年

令
和
15
年

…

…

445
409

251 238
211 199 160

(予想)

(人)

令和8年 4月以降
の活動体制
令和8年 4月以降
の活動体制

男子ソフトテニス部

女子ソフトテニス部

野球部

ボート部

女子卓球部

男子卓球クラブ

女子バレーボール部

吹奏楽部

美術部

陸上部

学校部活動

平　　日

学校部活動

学校部活動

地域クラブ活動

休　　日 部活動受入団体

現在調整中

[地域クラブ ] 美浜アスリートクラブ

[地域クラブ ] Z
ゼ ロ ワ ン

ERO1

[ 地域クラブ ] F
フ ァ ク ト

ACT ベースボールクラブ

[地域クラブ ] 福井ジュニアローイングクラブ

[地域クラブ ] 美浜レイヴンズ

[地域クラブ ] M
ミ ー テ ィ ア

ETEOR嶺南卓球クラブ

[地域クラブ ] 現在調整中

地域クラブ活動

地域クラブ活動

◆
休
日
部
活
動
の
地
域
移
行
及
び

　
　
　
　
　
　
今
後
の
展
開
に
つ
い
て

●
休
日
部
活
動
の
実
施
方
法
の
変
更

●
令
和
10
年
度
ま
で
の

平
日
部
活
動
の
地
域
移
行

　

令
和
8
年
4
月
か
ら
、
休
日
の
学
校

部
活
動
は
実
施
せ
ず
、
地
域
ク
ラ
ブ
で

の
活
動
と
し
ま
す
。

※
各
部
活
動
の
活
動
体
制
に
つ
い
て
は
、
下
記
の

表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

令
和
10
年
度
ま
で
の
3
年
間
を
目
途

に
、
平
日
の
部
活
動
に
つ
い
て
も
地
域
移

行
を
検
討
し
、
で
き
る
こ
と
か
ら
順
次
進

め
て
い
き
ま
す
。

・学校が主体となって活動 ・地域・民間が主体となって活動

・学校内で実施 ・学校施設や町体育館、公民館等多様な場所で実施

・教職員や部活動指導員による指導 ・クラブ所属の指導者による指導

　町では、子どもたちがスポーツや文化・芸術活動を楽しめる環境を整えるため、4月から地域クラブ活動を

スタートします。今後の進展については、随時お知らせしますので、地域の皆さんのご理解とご協力をお願い

します。

※ お問い合わせ先　町教育総務課(担当・武田)　☎32‐6708



atching
まちウォッチングまちウォッチング

まちの話題をお知らせします
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↓ 記念撮影をする関係者たち

　2月 27日に、町役場で美浜ブルーラインのお披露目
式が行われました。
　美浜ブルーラインは、令和 7年 4月から旧福鉄バス
菅浜線の代替交通として運行してきた公共ライドシェア
の新車両に、新たにつけられた愛称です。
　式で戸嶋町長は｢美浜ブルーラインの導入で、地域の足
としてこれまで以上に発展させたい｣と話されていました。

↓美浜西小学校の児童に教えてもらいながら、ピコピコカプセルを作る参加者

20262026きいぱすはるまつりきいぱすはるまつり
エネルギーについて楽しく学ぶ

　2月 28日に、2026きいぱすはるまつりが同館で開催され
ました。
　同イベントは、体験コーナーを通じたエネルギー環境学習や、
町内外の小学校や中学校の児童・生徒が、日頃の学習や研究の
成果を発表する場を設けるため、きいぱすが企画したものです。
　来場者は、体験プログラムやサイエンスショー等を通して、エ
ネルギーのおもしろさや環境問題について楽しく学んでいました。

↓ スマッシュを打ち込む選手

　3 月 1 日に、第 65 回美浜町民卓球大会が総合体
育館で開催されました。町内から男子 9チーム、女
子 3チームの約 80 人が参加しました。
　選手たちは、白熱したラリーを見せたり、得点するた
びにチームで喜んだりする等、卓球を楽しんでいました。
<結果 > 男子  優勝 山上　準優勝 松原　3位 佐田
　　　　 女子  優勝 松郷　準優勝 佐田　3位 河原市

息を合わせてピンポン！

第65回美浜町民卓球大会

↓戸嶋町長 (中央左 )にナップサックを手渡す大岸社長 (中央右 )

　2月 27日に、美方ケーブルネットワーク㈱が町内
の小学校に入学予定の新1年生に、ナップサックを贈
呈しました。
　この贈呈は、同社が地域貢献プロジェクトの一環と
して令和5年度から行っているものです。
大岸朝秀社長は ｢小学校に入学する新1年生が学校
生活を送る際に役立ててほしい ｣と話していました。

MMネット地域貢献プロジェクト

ナップサックを贈呈

↓徳島県の無形文化財阿波木偶箱まわしを披露する保存会の皆さん

　3 月1日に、人権を考えるつどいがなびあすで開催さ
れました。
　この講演は、人権の大切さについて考えてもらおう
と、小倉会館と文化会館が開催したものです。
　来場者は、辻本一英氏 ( 芝原生活文化研究所代表 )
による講演を聞きながら部落差別等の人権について考
えたほか、人形芝居を楽しんでいました。

部落差別のない社会の実現を目指して

人権を考えるつどい

↑サイエンスショーを楽しむ親子たち

↓ 消防職員から救急車の説明を聞く親子たち

　3月 6日に、育児講座 ｢消防署見学 ｣が美浜消防署
で行われました。
　同講座は、普段映像等で見る緊急車両を直接見たり乗
車したりして、身近に感じてもらうことを目的に子ども・
子育てサポートセンターが開催しました。
　当日は親子 16組が参加し、子どもたちは、間近で
見る消防車や救急車に目を輝かせていました。

親子で消防署を見学

育児講座｢消防署見学｣育児講座｢消防署見学｣

↓ 講義を行う、講師で町伝統文化継承アドバイザーの橋本裕之氏

　3月 7日に、第5回みはま歴文講座が町歴史文化館
で開催されました。
　この講座は、例大祭を取り巻く環境の変化や小学校の
祭礼学習の実践等を踏まえ、受講者と一緒に未来の例大
祭のあり方を考えることを目的に、町が開催したものです。
　当日は祭礼に関わる区民をはじめ、町内外から 32
人が参加し、講師の講義を熱心に聞き入っていました。

地域の祭りについて考える

歴文講座 未来の例大祭を考える歴文講座 未来の例大祭を考える

地域に親しまれる公共交通へ

美浜ブルーライン　お披露目美浜ブルーライン　お披露目



世
代
を
越
え
て

想
い
を
繋
ぐ
上
映
会

本
気
に
な
れ
ば

そ
れ
は
青
春 ↑上映会の終わりに皆さんと集合写真を撮る様子

↑番組上映後のトークセッションの様子

↑みんなで紡ぐ「おかえり美浜」ワーク
ショップにて参加者同士で対話をする様子

vol.10

2025年3月29日開催のマイプロジェクトアワード
全国サミットでのプレゼン映像（10分＋対話10
分）です。左記二次元コードより東京大会当日の
熱を感じながら、ぜひご覧ください。

おかえり美浜
〜高校生が居場所を求めて

見えた景色〜

上映会にお越しいただき
ありがとうございました。

　

２
月
28
日
に
、
美
浜
の
高
校
生

2
人
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
密
着
し
た

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
番
組
の
上
映

会
を
は
あ
と
ぴ
あ
で
開
催
し
ま
し

た
。(

制
作
М
М
ネ
ッ
ト)

会
場
に

は
１
７
１
人
が
来
場
。
実
行
委
員

や
中
学
生
か
ら
大
学
生
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、
地
域
の
大
人
た
ち
が
世

代
を
越
え
て
集
い
、
同
じ
時
間
を

共
有
し
ま
し
た
。
上
映
後
の
ト
ー

ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
会
場
が
静

か
な
熱
に
包
ま
れ
、
涙
ぐ
む
姿
も
。

心
が
大
き
く
動
い
た
特
別
な
時
間

と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
上
映
会
は
、

単
な
る
鑑
賞
の
場
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
若
者
の
挑
戦
を
応
援
す
る
場

で
あ
り
、
そ
の
姿
か
ら
私
た
ち
大

人
が
何
か
を
受
け
取
る
場
で
も
あ

り
ま
し
た
。｢

誰
か
の
た
め
に｣

の
前
に｢

ま
ず
は
自
分｣

。｢

チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
一
歩
を
踏
み
出
す
勇

気｣

。
高
校
生
の
ま
っ
す
ぐ
な
言

葉
が
、
会
場
に
い
た
一
人
一
人
の
心

に
届
き
ま
し
た
。
実
行
委
員
メ
ン

バ
ー
も
ま
た
、
試
行
錯
誤
を
重
ね

な
が
ら
こ
の
日
を
迎
え
ま
し
た
。

準
備
の
時
間
そ
の
も
の
が
、
も
う
一

つ
の
挑
戦
で
し
た
。
参
加
者
か
ら

は
、｢

全
世
代
が
一
つ
に
な
れ
た｣

｢

い
つ
で
も
〝
お
か
え
り
な
さ

い
〞
と
言
え
る
私
で
い
た
い｣

と
い
う
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

あ
の
日
生
ま
れ
た
勇
気
と
温
か

さ
を
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
の
学
び
へ

広
げ
て
い
き
ま
す
。

　

今
回
の
上
映
会
は
、
世
代
を
越

え
た
町
民
有
志(

高
校
生
か
ら
大

人
ま
で)

に
よ
る
実
行
委
員
会
で

企
画
。
誰
か
に
用
意
し
て
も
ら
う

の
で
は
な
く
、
町
民
の
手
で
場
を

つ
く
る
新
た
な
挑
戦
で
し
た
。
実

行
委
員
の
皆
さ
ん
が
、｢

よ
り
良

い
会
に
し
よ
う｣
と
真
剣
に
準

備
を
重
ね
た
2
カ
月
間
。
そ
れ

は
、
大
人
が
本
気
で
楽
し
ん
だ

青
春
の
時
間
で
し
た
。
立
場
も

年
齢
も
異
な
る
町
民
の
手
が
重

な
っ
た
時
、
ま
ち
は
動
く
。
そ
の

確
か
な
手
応
え
を
感
じ
ま
し
た
。

｢

高
校
生
た
ち
を
応
援
し

よ
う
！｣

と
実
行
委
員
会
で

話
し
合
い
を
重
ね
て
き
ま
し

た
が
、
逆
に
た
く
さ
ん
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
受
け
取
り
、
参
加
く

だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
と
唯
一
無
二

の
時
間
を
共
有
で
き
て
忘
れ
ら

れ
な
い
日
に
な
り
ま
し
た
。
感

謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

和田茉莉

おかえり美浜
実行委員の
松本みどりさん
（河原市）

（みはまのまなび・

プロモーション担当）

会場が一つになり、上

映会を通し通じ合えた

瞬間、感動しました！
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美浜消防署からのお知らせ

◆注意報・警報発令の基準

◆発令時は、火の使用に制限がかかります

◆警報が発令されたら？

　岩手県大船渡市で発生した大規模林野火災を受けて、令和

8年 1月 1日から林野火災の予防を目的とし、｢林野火災

注意報 ｣・｢ 林野火災警報 ｣の運用を開始しました。林野火

災は人命や森林資源に甚大な被害を及ぼします。火の取り扱

いには年間を通じて注意を払い、発生防止に努めましょう。

　注意が必要な気象状況になった際には、｢林野

火災注意報 ｣を発令し、発令区域での火災予防条

例に定める ｢火の使用制限 ｣について、町民の皆

さんに努力義務を課すこととなります。さらに危

険な気象状況になった際には、「林野火災警報」

を発令し、発令区域での「火の使用制限」につい

て義務を課すこととなります。

　発令は、右記の基準によって行われます。

　林野火災警報等の発令時には、以下の火の使用が制限されます。

　さらに、林野火災警報時に ｢ 火の使用の制限 ｣に違反した者に対して30万円以下の罰金又は拘留に処すること

が消防法で定められています。

　林野火災警報については、該当区域を地区単位で発令し、消防組合ホームページ及び町防災アプリ、

消防車両による巡回広報等でお知らせします。詳細は、右記二次元コードからご確認ください。

(1) 注意報の発令基準
次の①または②のいずれかの条件に該当する場合

①  前 3 日間の合計降水量が 1mm以下かつ前 30日間
の合計降水量が30mm以下の時

②  前 3日間の合計降水量が 1mm以下かつ乾燥注意報
が発表されている時

(2) 警報の発令基準
注意報の発令基準に加えて、強風注意報が発表されて
いる場合

① 山林、原野等において火入れをしないこと

② 花火 ( 煙火 ) を行わないこと

③ 屋外において、火遊びまたはたき火をしないこと

④ 屋外において、引火や爆発しやすい物の近くで喫煙しないこと

⑤ 山林、原野等の場所で、火災が発生するおそれが高いと指定した区域で喫煙をしない

⑥ たばこの吸殻や灰を捨てる際は、火が確実に消えていることを確認し、処理すること

↑消防組合
　ホームページ
　はこちら

※ 問い合わせ先　　敦賀美方消防組合　美浜消防署　予防課　☎32-1190

｢ 林野火災注意報 ｣・｢林野火災警報 ｣の

運用を開始しました
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Mihama　Information

〒919-1192　美浜町郷市25-25

 ☎　0770-32-1111( 代表 )

FAX　0770-32-1115( 代表 )

HP    https://www.town.fukui-

      mihama.lg.jp/

情報BOX
Mihama Information 

美浜町役場

お
知
ら
せ

　

一
般
家
庭
用
の
下
水
道
使
用
料
は
、
原

則
と
し
て
住
民
票
の
世
帯
人
数
で
計
算
し

ま
す
。
世
帯
人
数
に
異
動
が
あ
っ
た
時(

転

入
・
転
出
・
出
生
・
死
亡
等)

は
、｢

世

帯
人
員
変
更
届
出
書｣

の
提
出
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
単
身
赴
任
や
進
学
、
施
設
入
所

等
の
特
別
な
理
由
に
よ
り
、
美
浜
町
に
住

民
票
を
置
い
た
ま
ま
町
外
に
転
出
し
た
時

も
、
届
出
に
よ
り
減
員
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
こ
の
場
合
は
、
届
出
時
に
特
別
な

理
由
が
確
認
で
き
る
書
類(

在
学
証
明
書
、

入
居
先
ア
パ
ー
ト
の
賃
貸
借
契
約
書
等)

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
特
別
な

理
由
に
よ
り
減
員
と
な
っ
て
い
る
方
が
世

帯
に
戻
ら
れ
た
時
に
は
、
必
ず
増
員
の
届

出
を
お
願
い
し
ま
す
。

下
水
道
使
用
料
の
世
帯
人
数
に

変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
か

　
　

町
上
下
水
道
課(

担
当･

宇
都
宮
）

☎
32
‐
１
３
４
１

問 　単身赴任や進学等で減員されて
いた方が世帯に戻られた場合は、
必ず増員の届出をお願いします。
　増員の事実が後で判明した時
は、遡って下水道使用料を納付い
ただくことがあります。

・下水道使用料の世帯人数と使用料

世帯人数 下水道使用料 (税込 )

1 人 1,540 円

2人 2,926 円

3人 4,312 円

4人 5,698 円

5人 7,084 円

6人 7,865 円

7人 8,690 円

8人 9,515 円

届
出
書
は
、
町
上
下
水
道
課
窓
口
ま
た

は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

令和８年４月使用分 (５月請求 )から、

旧簡易水道区域の水道料金体系が変わります
　令和 8年 4 月使用分 (5 月請求 ) から、旧簡易水道区域の水道料金を、上水道区域の料金体系に
一元化します。一元化後の料金等は次のとおりです。

※ 左記料金体系に基づき算出され
た額に、消費税を加算した額が
請求額になります。

※お問い合わせ先 町上下水道課(担当・今村／宇都宮) ☎32‐1341

1 助成対象となるドック 1日ドック、2日ドック、脳ドック

性

別

1日ドック 2日ドック 脳ドック

一般的な
検査料金 助成限度額 一般的な

検査料金 助成限度額 一般的な
検査料金 助成限度額

男性 45,100円 21,000円
68,200円 32,000円 49,500円 22,000円

女性 48,400円 23,000円

3 助成額 原則として、県内の医療･検診機関で受診した基本料金の2分の1です。ただし、交通費や

オプション等による追加料金は対象となりません。なお、助成限度額は次のとおりです。

■助成限度額

① 各ドックを受診する前に、必ず申請をお願いします。

② 助成は、1日ドック･2日ドック･脳ドックのいずれか1つに限ります。

③ 町が行う特定健診を受診する方は助成対象になりません(脳ドックを除く)。

④ 助成期間内に定員に達した場合は、募集を締め切ります。

6 注意事項

4 申請手続き(助成までの流れ)

① 町住民環境課窓口で申請書をご記入ください。

② 町から助成決定通知書を送付します。

③ 検診機関に予約を取り、受診後に料金の全額を検診機関にお支払いください。

④ 受診結果･問診票･領収書･助成金請求書を令和9年3月31日までに町住民環境課に

　 提出してください。

⑤ 指定口座に助成金を振り込みます。

5 助成期限 令和9年3月31日まで

※お問い合わせ先　町住民環境課(担当・濵野(国保)/津原(後期)) ☎32‐6703

人間ドックの検診費用を助成します
～美浜町国民健康保険・後期高齢者医療保険に加入の皆さんへ～

2 対象者と募集人数

区分 美浜町国民健康保険加入者 後期高齢者医療保険加入者

対象者
検診日当日、35歳以上の被保険者で町税
及び国民健康保険税に滞納がない世帯の方

検診日当日、被保険者で町税や後期高齢
者医療保険料に滞納がない方及び前年度
に当該助成を受けていない方

募集人数 各ドック15人 各ドック5人

　

最
近
、
下
水
道
の
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ

場
に
お
い
て
、
異
物
の
流
入
に
よ
る
ト
ラ

ブ
ル
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
マ
ン
ホ
ー
ル

ポ
ン
プ
が
動
か
な
く
な
る
と
、
マ
ン
ホ
ー

ル
か
ら
汚
水
が
あ
ふ
れ
る
等
、
周
辺
住
民

の
皆
さ
ん
に
多
大
な
迷
惑
が
か
か
り
ま
す

の
で
、
次
の
も
の
は
絶
対
に
流
さ
な
い
で

く
だ
さ
い
。

下
水
道
に
異
物
を

流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い

●

布
類

　

タ
オ
ル
、
モ
ッ
プ
、
下
着
、
Ｔ
シ
ャ
ツ
等

●

水
に
溶
け
な
い
紙
類

　

テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
、
不
織
布
製
の

掃
除
シ
ー
ト
や
ウ
ェ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
等

※｢

ト
イ
レ
に
流
せ
る｣

と
表
示
が
あ
る
も
の
も
、
大

量
に
流
す
と
家
の
排
水
管
が
詰
ま
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●

衛
生
用
品

　

紙
お
む
つ
、
生
理
用
品
等

●

危
険
物
・
油
類

　

灯
油
、
農
薬
、
食
用
油
、
廃
油
等

●

食
べ
物
の
く
ず

　

食
べ
残
し
や
、
野
菜
く
ず
等
の
固
形
物

　
　

町
上
下
水
道
課(

担
当･

増
田
）

☎
32
‐
１
３
４
１

問

・新庄区   ・雲谷区

・山上区   ・美し野区

・佐田区   ・太田区

・北田区   ・菅浜区

・竹波区   ・丹生区

＜対象地区＞

( 旧簡易水道地区 )

※上記以外の地区の料金
改定はありません。

基 本 料 金 従 量 別 料 金

水　量 サ イ ズ 料　金 水 量 区 分 1m3 につき

10m3 まで 全サイズ 700円 10m3 を超える分 70円

・令和8年 3月までの料金体系 (1カ月につき )※税抜

・令和8年 4月からの料金体系 (1カ月につき )※税抜

基 本 料 金 従 量 別 料 金

水　量 サ イ ズ 料　金 水 量 区 分 1m3 につき

10m3 まで

13 mm 1,000 円

10m3 ～ 30m3 まで

30m3 ～ 50m3 まで

50m3 ～ 100m3 まで

100m3 ～ 200m3 まで

200m3 ～

100円

110円

120円

130円

150円

20 mm 1,200 円

25 mm 1,400 円

40 mm 2,000 円

50 mm 4,000 円

75 mm 7,000 円

100 mm 10,000 円
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Mihama　Information

　就職･退職等により健康保険が変更となる方は、切替手続きが必要となります。健康保険の変更後は、
14日以内に手続きをしてください。

変更区分 手続きに必要なもの

国保･年金 離脱証明書(資格等喪失連絡票) 社会保険等の資格を喪失した日や扶養等が確認できる書類

1 退職された方で国民健康保険へ加入する場合

変更区分 手続きに必要なもの

国保 任意継続の喪失証明書
任意継続喪失日の記載のある資格確認書等、または保険者から
発行される資格喪失通知書

2 任意継続の保険資格を喪失された方で国民健康保険へ加入する場合

3 就職し、国民健康保険から離脱する場合
変更区分 手続きに必要なもの

国保
国民健康保険資格確認書等 就職された方及び被扶養者として認定された方すべての資格確

認書等が必要です。就職先の資格確認書等

4 大学や短大等へ進学するため町外へ転出するが、国民健康保険の加入継続を希望する場合
変更区分 手続きに必要なもの

国保
国民健康保険資格確認書等

学生用資格確認書等を交付します。
在学証明書または学生証の写し

国民健康保険･年金の切替手続きをお忘れなく
～就職･退職される方へ～

※1～4の手続きには、共通して 本人確認書類(マイナンバーカード・免許証等) が必要となります。

※お問い合わせ先　町住民環境課(担当・濵野(国保)/吉田(年金)) ☎32‐6703

　

町
の
伝
統
野
菜
で
あ
り
、｢

福
井
県
の

１
０
０
年
野
菜｣

に
も
認
定
さ
れ
て
い
る

｢

く
ぼ
丸
な
す｣
。

　

こ
の｢

く
ぼ
丸
な
す｣

の
魅
力
を
よ
り

多
く
の
方
に
知
っ
て
い
た
だ
き
、
お
い
し

く
味
わ
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
今
回｢

く

ぼ
丸
な
す
の
お
い
し
い
レ
シ
ピ
集｣

を
作

成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
レ
シ
ピ
集
は
、
2
人
の
料
理
研
究
家

の
監
修
に
よ
り
作
成
さ
れ
、
町
の
健
康
づ
く

り
の
取
り
組
み
で
あ
る｢

げ
ん
げ
ん
運
動｣

に
も
配
慮
し
た
メ
ニ
ュ
ー
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

焼
く
・
煮
る
・
蒸
す
等
、
く
ぼ
丸
な
す

の
特
長
を
生
か
し
た
多
彩
な
レ
シ
ピ
集
と

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
本
レ
シ
ピ
集
を

ご
活
用
い
た
だ
き
、｢

く
ぼ
丸
な
す｣

の
魅

力
と
お
い
し
さ
を
再
発
見
し
て
く
だ
さ
い
。

｢
く
ぼ
丸
な
す
の
お
い
し
い

レ
シ
ピ
集｣

が
完
成
し
ま
し
た
！

町
農
業
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

☎
32
‐
６
７
１
８

問 ●

入
手
方
法

　

冊
子
版
は
町
農
業
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

に
て
配
布
、
電
子
版
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
左
記
二
次
元
コ
ー

ド
か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

令
和
8
年
4
月
1
日
よ
り
、
自
転
車

で
の
交
通
違
反
に
青
切
符(

交
通
反
則
通

告
制
度)

が
導
入
さ
れ
、｢

信
号
無
視｣

｢

一
時
不
停
止｣｢

な
が
ら
ス
マ
ホ｣

等
、

１
１
３
種
類
の
違
反
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

16
歳
以
上
の
自
転
車
運
転
者
が
制
度
の
対

象
と
な
り
、
運
転
免
許
証
を
持
っ
て
い
な

い
高
校
生
も
含
ま
れ
ま
す
。

　

警
察
庁
の
調
査
で
は
、
自
転
車
の
事
故

で
亡
く
な
っ
た
人
の
8
割
、
ケ
ガ
を
し
た

人
の
7
割
が
何
ら
か
の
ル
ー
ル
違
反
を
し

て
い
た
と
い
う
デ
ー
タ
も
あ
り
、
自
転
車

側
の
法
令
違
反
が
認
め
ら
れ
る
場
合
が
多

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

自
転
車
は
気
軽
に
利
用
で
き
る
乗
り
物

で
す
が
、
自
動
車
と
同
じ
車
両
の
仲
間
で

す
。
交
通
ル
ー
ル
を
守
ら
な
い
と
、
重
大

な
事
故
に
つ
な
が
り
ま
す
。
改
め
て
交
通

ル
ー
ル
を
確
認
し
、
交
通
安
全
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

自
転
車
で
の
交
通
違
反
に

青
切
符(

交
通
反
則
通
告
制
度)

が

導
入
さ
れ
ま
す

町
住
民
環
境
課(

担
当
・
和
多
田)

☎
32
‐
６
７
０
３

敦
賀
警
察
署　

交
通
課　

☎
25
‐
０
１
１
０

問

　令和5年6月に実証運行を開始したコミュニティバス｢チョイソコみはま｣が、令和7年度で実証運行

を終了し、4月1日から本格運行に移行します。より一層、地域に親しまれる公共交通を目指し、今後も

安全・安心な運行に努めます。皆さんのご利用をお待ちしています。

｢チョイソコみはま｣が本格運行を開始します

※お問い合わせ先　 町住民環境課 (担当 ･田村 )　 ☎ 32‐6703

4月
から

利用方法 デマンド便のご利用には会員登録が必要です。定期便は会員登録不要です。

予約受付 コールセンター：午前8時～午後5時(1/1～1/3除く)

インターネット：24時間

運賃(1乗車) 大人：200円、子ども(小学生以下)：無料、身体障がい者等：免除

定期便ルート・バス停 詳細は町ホームページをご覧ください。

↑町ホームページ
　はこちら

↑会員登録は
　こちら

↑ホームページ
　はこちら

↑運行時刻は
　こちら

募
集･

申
請
等

Ｊ
Ｒ
小
浜
線
利
用
促
進
助
成
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

Ｊ
Ｒ
小
浜
線
の
利
用
促
進
を
図
り
、
利

便
性
向
上
に
つ
な
げ
る
た
め
、
令
和
8
年

度
よ
り
既
存
助
成
制
度
の
拡
充
と
新
た
な

助
成
制
度
を
創
設
し
ま
す
。

　

令
和
7
年
度
ま
で
実
施
し
て
き
た
シ
ニ

ア
利
用
助
成
は
助
成
率
を
拡
充
し
、
通
学

定
期
助
成
は
助
成
率
に
加
え
対
象
者
も
拡

充
し
て
大
学
生
や
専
門
学
生
も
助
成
対
象

と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
新
た
な
助
成
制
度
と
し
て
通
勤

で
Ｊ
Ｒ
小
浜
線
を
利
用
す
る
方(

会
社)

に
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　

各
制
度
の
助
成
率
や
申
請
方
法
等
の

詳
細
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

町
ま
ち
づ
く
り
推
進
課(

担
当
・
南)

☎
32
‐
６
７
０
1

問

会員登録について

①申込書で登録　→　住民環境課へお問い合わせください。

②ＷＥＢから登録　→　右記二次元コードからご登録ください。
※申込書の場合は会員登録まで3週間程度要します。WEBの場合は即日利用可能です。

敦賀方面へのお出かけには福鉄バス若狭線の乗り継ぎをご利用ください

　町では令和7年度から下記内容で福鉄バス若狭線の運賃助成を行っています。

チョイソコみはまと福鉄バスの併用により、片道最大400円で敦賀市内までご乗車

いただけますので、ぜひご利用ください。

　福鉄バス若狭線停留所(美浜駅～敦賀駅)区間において、運賃及び定期券の負担額を
下表のとおりとし、正規料金との差額を町が負担します。

※運賃が200円以下の区間については正規料金での利用となります。

乗降停留所 運賃 通勤定期 通学定期

美浜駅～敦賀駅 200円※ 8,400円／月～ 7,200円／月～

※福鉄バス若狭線の運行時刻については左記二次元コードをご覧ください。

運行時間

・定   期   便
・デマンド便

月～金：午前7時～9時
月～金：午前9時～午後7時30分、土･日･祝日：午前9時～午後5時

 ●チョイソコみはま

月～金：午前6時45分～午後7時、土･日･祝日：午前9時～午後6時　 ●美浜ブルーライン ・デマンド便
(運行区域：丹生区・竹波区・菅浜区から中央エリアの一部)
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美浜発電所の状況について美浜発電所の状況について

美浜1号機 廃止措置中(平成29年4月19日～)

美浜2号機 廃止措置中(平成29年4月19日～)

美浜3号機 運転中(令和7年6月18日～)

Mihama　Information

も
の
忘
れ
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

4
月
24
日(

金)

午
後
2
時
〜
3
時

●

日
　
時

●

会
　
場

は
あ
と
ぴ
あ　

●

対
　
象

　

町
内
在
住
で
、
も
の
忘
れ
や
認
知
症
に

つ
い
て
不
安
の
あ
る
人
ま
た
は
そ
の
家
族

●

定
　
員

2
人(

要
事
前
申
し
込
み)

●

費
　
用

無
料

●

申
　
込

4
月
17
日(

金)

ま
で
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

町
健
康
福
祉
課

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

(

担
当
・
山
口)

☎
32
‐
６
７
０
４

問

教
室･

講
座･

説
明
会
等

旧
優
生
保
護
法
補
償
金
の

請
求
を
開
始
し
て
い
ま
す

　

旧
優
生
保
護
法
に
よ
り
、
病
気
や
障
が

い
を
理
由
に
不
妊
手
術
・
人
工
妊
娠
中
絶

等
を
受
け
た
方
は
、
国
の
補
償
金
等
を
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

請
求
手
続
き
等
の
詳
細
は
、
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

　
　

県
こ
ど
も
未
来
課  

☎
０
７
７
６
‐
20
‐
０
２
８
６

二
州
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー　
　
　
　

☎
22
‐
３
７
４
７

問

↑ホームページ
　はこちら

壊
れ
た
お
も
ち
ゃ
を
修
理
し
ま
す

4
月
19
日(

日)

午
後
1
時
〜
4
時

(

受
付
は
午
後
3
時
ま
で)

●

日
　
時

｢

お
も
ち
ゃ
ド
ク
タ
ー｣

が
壊
れ
た
お

も
ち
ゃ
を
修
理
し
ま
す
。
ま
た
、
不
要
に

な
っ
た
お
も
ち
ゃ
も
回
収
し
ま
す
。

県
循
環
社
会
推
進
課

☎
０
７
７
６
‐
20
‐
０
３
１
７

問 ●

費
　
用

無
料(

部
品
代
が
必
要
な
場

合
が
あ
り
ま
す)

こ
ど
も
家
族
館(

お
お
い
町)

●

会
　
場

●

定
　
員

先
着
20
人

(

事
前
申
込
は
不
要
で
す)

イ
ベ
ン
ト･

行
事

2
月
25
日
に
、
第
２
２
７
回
美
浜
町
原

子
力
環
境
安
全
監
視
委
員
会
が
、
町
役
場

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
委
員
会
で
は
、
事
務
局
か
ら
原

子
力
発
電
所
の
周
辺
環
境
へ
の
影
響
等
に

関
す
る
、
福
井
県
原
子
力
環
境
安
全
管
理

協
議
会
の
報
告
内
容
等
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

あ
わ
せ
て
、
経
済
産
業
省
資
源
エ
ネ
ル

ギ
ー
庁
か
ら
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
政
策
及
び

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
巡
る
状
況
等
に
つ
い
て
、

関
西
電
力
㈱
か
ら
、
美
浜
発
電
所
の
現
状

及
び
再
処
理
工
場
の
竣
工
に
向
け
た
進
捗

状
況
等
に
つ
い
て
、説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

委
員
会
で
の
主
な
質
疑
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の

　
　
　
　
　

最
終
処
分
地
に
つ
い
て

(

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁)

再
処
理
工
場
の
高
線
量
・
汚
染
エ
リ
ア

　
　

  

の
保
守
に
つ
い
て(

関
西
電
力)

　
　
　
　

高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の
最

終
処
分
地
に
つ
い
て
、
国
内
で
は
文
献
調
査

ま
で
進
ん
で
い
る
が
、
安
定
し
た
地
層
が

な
く
難
し
い
状
況
で
あ
る
と
思
う
。
例
え

ば
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
等
最
終
処
分
場
を
建

設
中
の
国
も
あ
る
た
め
、
そ
の
よ
う
な
安

定
し
た
地
層
の
場
所
に
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃

棄
物
を
移
送
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

　
　
　
　

最
終
処
分
地
の
選
定
は
国
策
と

し
て
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
地
層

の
問
題
で
難
航
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

現
在
、
北
海
道
の
寿す

っ
つ
ち
ょ
う

都
町
及
び
神か
も
え恵
内な
い
む
ら村
、

佐
賀
県
の
玄
海
町
で
最
終
処
分
地
と
し
て

適
切
か
ど
う
か
確
認
す
る
た
め
の
文
献
調

査
を
行
っ
て
お
り
、
引
き
続
き
、
最
終
処

分
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

答

　
　
　
　

被
ば
く
や
汚
染
リ
ス
ク
が
あ

る
放
射
線
量
の
高
い
場
所
に
つ
い
て
は
、

し
っ
か
り
と
除
染
し
、
そ
の
エ
リ
ア
に
入

る
時
間
を
制
限
す
る
こ
と
で
被
ば
く
を
低

減
す
る
。

答

問

　
　
　
　

再
処
理
工
場
に
は
、
被
ば
く
や

汚
染
リ
ス
ク
が
あ
り
、
立
ち
入
り
が
制
限

さ
れ
て
い
る
エ
リ
ア
が
あ
る
。
こ
の
エ
リ

ア
の
保
守
は
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

問

第
２
２
7
回
美
浜
町
原
子
力

環
境
安
全
監
視
委
員
会
を
開
催

【使用済燃料の再処理工程】

【諸外国の処分地選定状況】

処分地選定済

スイス

カナダ スウェーデン

文献調査

ドイツ

日本

アメリカ フランス

フィンランド

精密調査
(地下施設
での調査 )

ロシア

中国

調査段階前

ベルギー

韓国

スペイン

概要調査
(ボーリング調査 )

イギリス

4
月
4
日(

土)

・
5
日(
日)

●

日
　
時

町
レ
イ
ク
セ
ン
タ
ー

●

会
　
場

春
の
レ
イ
ク
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
６

を
開
催
し
ま
す

●

内
　
容

　

春
の
レ
イ
ク
フ
ェ
ス
タ
特
別
コ
ー
ス
と
し

て
、
人
気
の
あ
る｢

野
鳥
観
察
ク
ル
ー
ズ｣

や
福
井
県
住
み
ま
す
芸
人
飯
め
し
あ
が
れ
こ

に
お
が
ガ
イ
ド
を
務
め
る｢

こ
に
お
ク
ル
ー

ズ｣

、
夜
の
湖
と
桜
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
で
光

の
景
色
を
楽
し
む｢

ナ
イ
ト
ク
ル
ー
ズ｣

、

自
転
車
ご
と
乗
船
し
、
湖
上
と
サ
イ
ク
リ
ン

町
レ
イ
ク
セ
ン
タ
ー☎

47
‐
５
９
６
０

問

↑詳細・予約は
　こちら

グ
が
楽
し
め
る｢

サ
イ
ク
ル
シ
ッ
プ｣

を
運

行
し
ま
す
。
ま
た
、
当
日
乗
船
さ
れ
た
方
に

は
、
町
の
特
産
品
が
当
た
る
ガ
ラ
ポ
ン
抽

選
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

運
行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
各
ク
ル
ー
ズ
の

詳
細
・
ご
予
約
は
、
左
記
二
次
元
コ
ー
ド

か
ら
お
願
い
致
し
ま
す
。

ひ
と
り
親
家
庭
と
町
民
税
非
課
税
世
帯

の
子
ど
も
の
習
い
事
を
支
援
し
ま
す

　

町
で
は
、
子
ど
も
の
多
様
な
学
び
を
推

進
す
る
た
め
、
子
ど
も
の
興
味
関
心
を
広

げ
、
心
身
の
成
長
の
一
助
と
な
る
学
習
塾
や

習
い
事
に
係
る
費
用
を
一
部
補
助
し
ま
す
。

町
こ
ど
も
未
来
課(

担
当
・
松
井)

☎
32
‐
６
７
１
３

問 ●

補
助
額

年
間
最
大
12
万
円

●

事
業
名

ひ
と
り
親
家
庭
等

　
　
　
　

こ
ど
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
応
援
事
業

●

補
助
対
象
経
費

学
習
塾
又
は
習
い
事
に
必
要
と
な
る
費

用
の
う
ち
、
入
会
金
又
は
月
謝(

中
学
生

の
子
ど
も
は
学
習
塾
の
み)

●

補
助
対
象
者

・
児
童
扶
養
手
当
ま
た
は
ひ
と
り
親
家
庭

等
医
療
費
助
成
を
受
給
し
て
い
る
世
帯

・
町
民
税
非
課
税
世
帯

●

対
象
児
童

・
小
学
校
ま
た
は
特
別
支
援
学
校
小
学
部

の
4
年
生
か
ら
6
年
生

・
中
学
校
ま
た
は
特
別
支
援
学
校
中
学
部

に
就
学
す
る
生
徒

※
本
事
業
は
、
右
記
以
外
の
要

件
も
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

ホームページ
はこちら
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(167)

　

町
で
唯
一
の
国
指
定
史
跡｢

興
道
寺

廃
寺
跡｣

、
今
は
畑
地
が
広
が
る
土
の

中
で
静
か
に
眠
っ
て
い
ま
す
が
、
改
め

て
そ
の
価
値
と
町
の
取
り
組
み
を
お
伝

え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

興
道
寺
集
落
の
東
、町
道
と
耳
川
に

挟
ま
れ
た
河
岸
段
丘
に
あ
る
こ
の
史
跡

は
、当
地
の
豪
族
に
よ
っ
て
7
世
紀
後
半

に
創
建
さ
れ
、再
建
過
程
を
経
て
10
世

紀
初
頭
ま
で
約
３
０
０
年
に
わ
た
り
存

続
し
た
と
さ
れ
る
寺
院
遺
跡
で
す
。平

成
14
年
度
か
ら
14
年
間
、16
次
に
及
ぶ

発
掘
調
査
に
よ
り
、仏
像
が
安
置
さ
れ

て
い
た
金
堂
や
塔
、講
堂
等
の
主
要
堂

塔
の
基き
だ
ん壇
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
ら

の
遺い
こ
う構
は
、北
陸
地
方
に
お
い
て
、創
建

か
ら
廃
絶
に
至
る
ま
で
の
伽が
ら
ん藍
の
変
遷

が
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ

た
数
少
な
い
古
代
寺
院
と
し
て
、ま
た
、

地
方
寺
院
造
営
の
在
り
方
と
有
力
氏
族

に
よ
る
仏
教
信
仰
の
展
開
を
知
る
う
え

で
重
要
な
遺
跡
で
あ
る
と
し
て
、平
成

30
年
2
月
13
日
に
国
史
跡
と
し
て
指
定

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
遺
跡
が
、
千
年
以
上
に
わ
た
っ

て
保
存
さ
れ
て
き
た
の
は
、
こ
の
地
で

地
元
の
皆
さ
ん
が
営
々
と
畑
作
を
続
け

て
こ
ら
れ
た
賜
物
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
寺
院
を
創
建
し
た
と
考
え
ら
れ
て

い
る
地
方
豪
族
で
あ
る
耳み
み
の
わ
け
し

別
氏
は
、弥

美
神
社
の
御
祭
神
で
あ
る
室む
ろ
び
こ
の
み
こ

毘
古
王
の

末
裔
と
さ
れ
て
お
り
、国
道
沿
い(

郷
市)

に
あ
る
獅
子
塚
古
墳
の
被
葬
者
も
こ
の

一
族
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。興

道
寺
廃
寺
跡
か
ら
は
、｢

耳｣

と
書
か
れ

た
墨
書
土
器
も
出
土
さ
れ
て
お
り
、特

徴
的
な
地
名｢

耳｣

の
い
わ
れ
が
こ
こ
に

あ
り
、更
に
こ
の
地
が
町
の
ル
ー
ツ
と
言

え
る
場
所
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

町
で
は
、
こ
の
遺
跡
を
後
世
に
伝
え

る
と
と
も
に
、
広
く
こ
の
価
値
を
共
有

し
誇
り
を
感
じ
る
場
所
に
す
る
た
め
、

国
史
跡
指
定
以
降
、
ま
ず
は
保
存
活
用

計
画
や
整
備
基
本
構
想
を
策
定
す
る
等

史
跡
の
保
存
管
理
や
整
備
に
向
け
て
の

方
針
を
定
め
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
約
1
万
３
，
０
０
０
ヘ
ク

タ
ー
ル
あ
る
指
定
地
の
約
9
割
が
民
有

地
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
権
者
や
地
元

興
道
寺
区
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
を
得
な

が
ら
公
有
化
へ
の
取
り
組
み
を
計
画
的

に
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

現
地
は
今
、草
や
木
に
覆
わ
れ
往
時

の
姿
を
し
の
ぶ
こ
と
は
叶
い
ま
せ
ん
が
、

将
来
的
に
は
史
跡
公
園
と
し
て
、町
民

は
も
と
よ
り
多
く
の
人
に
古
代
の
歴
史

や
文
化
を
感
じ
て
も
ら
え
る
場
所
に
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、こ
の
史
跡

の
今
後
の
変
化
に
ご
注
目
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
こ
の
遺
跡
か
ら
の
貴
重
な
出

土
品
は
、
町
歴
史
文
化
館
で
常
設
展
示

し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

(

町
歴
史
文
化
館)

国史跡興道寺廃寺跡の
今とこれから

短
　
歌

美
浜
町
短
歌
協
会

松
下
　
幸
子
（
久
々
子
）

川
﨑
　
和
美
（
久
々
子
）

三
宅
　
宏
　
（
大
　
藪
）

田
波
　
耕
　
（
竹
　
波
）

髙
木
　
勝
美
（
新
　
庄
）

白
壁
に
赤
く
映
ゆ
る
蔦
葛

　
　
　
　
一
葉
一
葉
照
り
て
散
り
ゆ
く

家
の
こ
と
案
じ
入
院
す
る
友
の

　
　
　｢

頑
張
る｣

と
言
ふ
背
に
手
を
置
く

師
走
来
て
辺
り
一
面
枯
れ
ス
ス
キ

　
　
　
や
が
て
雪
降
り
過
ぎ
て
芽
吹
け
り

こ
れ
ほ
ど
の
丸
く
明
る
き
月
の
な
し

　
　
　
　
　
師
走
五
日
の
夜
の
明
け
る
前

猛
暑
過
ぎ
秋
は
足
早
異
常
な
り

　
　
　
　
　
列
島
の
四
季
も
夏
か
ら
秋
へ

放 送
局

すこ やか

短
　
歌

美
浜
町
短
歌
協
会

※ お問い合わせ先
　町健康福祉課(担当・山野)
　☎32‐6704

↑興道寺廃寺復元イラスト図

4月2日から8日は
　　　　　｢発達障害啓発週間｣です

毎年4月2日は｢世界自閉症啓発デー｣

～ ちがいはちから、つながりは未来 ～

　全世界の人々に自閉症を理解してもらう日として、毎年4月2日を｢世界自閉症

啓発デー｣とすることが2007年の国連総会において決められました。癒しや希

望を表す｢青｣をシンボルカラーにして、世界各地でイベントやライトアップ等が

行われます。

　日本では、自閉症をはじめとする発達障がいの理解を深めてもらうことを目的

に、4月2日から4月8日の1週間を発達障害啓発週間としており、町でも庁舎(町章)

のライトアップを実施する予定です。

■  世界自閉症啓発デーとは

　自閉症は、｢他者との社会的関係の形成の困難

さ｣｢言葉の発達の遅れ｣｢興味や関心が狭く特定

のものにこだわること｣を特徴とする発達の障が

いです。その原因はまだよく分かっていませんが、

現在では脳機能の障がいと考えられていて、多く

の方は小さい頃からその症状が現れています。

　自閉症の方は｢他の人の気持ちや感情を理解

すること｣や｢新しいことを学習すること｣等が苦

手と言われていますが、その困難さが行動として

顕在化しないため、一見すると学校生活や社会

■  自閉症を知っていますか

少しの工夫が、自閉症の方だけではなく誰にとっても分かりやす
い配慮につながります。皆さんのご理解とご支援をお願いします。

生活に適応できているように見えてしまう場合

もあります。

　そのため、対人関係等において誤解されるこ

とがありますが、次のように接し方を変えること

で、伝わりやすくなります。

● 簡単な言葉や短い文章で伝える

● 写真や絵等を添えて説明する

●  抽象的な表現を避けて、どうすれば良いのか
を具体的に伝える

令和8年度 高齢者肺炎球菌感染症予防接種費を助成します
【助成対象者】
①令和8年度中に65歳となる方 (昭和36年4月2日～昭和37年4月1日生まれ)

【町内で接種できる医療機関】
◎浅妻内科　　◎美浜町東部診療所　　◎関根クリニック　　◎美浜町丹生診療所

⇒対象となる方には、誕生日を迎える月に接種券と予診票を送付します。

※若狭町、敦賀市でも接種可能な医療機関があります。詳細は、接種券に同封するチラシをご覧ください。

②  60歳以上 65歳未満の方で、心臓、腎臓又は、呼吸器の機能に自己の身辺の

日常生活活動が極度に制限される程度の障がいを有する方及び、ヒト免疫不

全ウィルスにより免疫の機能に日常生活がほとんど不可能な程度の障がいを

有する方 (身体障害者手帳1級相当の方 )
⇒申し出が必要です。

※ お問い合わせ先
　町健康福祉課
   (担当・後藤)
　☎32‐6704
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2/1～2/28受付分
(敬称略)慶弔慶弔

※ 氏名に旧字体や俗字等が含まれている場合は、常用漢字で

　掲載しております。

氏　名 住 所 年齢 届出人

伊　藤　しづ江 和 田 95 伊 藤 健 二

福 嶌 恭 子 郷 市 89 福 嶌 　 浩

西 田 清 志 河原市 90 西　田　登美子

三 谷 惠 子 坂 尻 85 三 谷 昭 夫

大 野 久 雄 坂 尻 76 大　野　富士江

水 上 昭 夫 河原市 91 大　嶋　万里子

山 口 正 子 気 山 95 山 口 惠 子

宮 下 勲 男 日 向 87 宮 下 慶 子

西 田 　 宏 笹 田 85 曽 根 和 代

◎おくやみ

はじめてバースデー

4月に満1歳を迎えるお子様を紹介します。

HAPPY BIRTH DAY

　広報みはま4月号を読んで、①～⑤番の丸印をひらがな・カタ

カナでうめてください。小さい｢っ｣や｢ゅ｣、｢・｣、｢が｣、等も

一文字とします。｢●｣の文字を①番から順に並べると、ある言

葉になります。どんな言葉でしょう。

●応募方法

　はがきに答え、住所、氏名(広報を読んだ感想も大

歓迎！)を書いて、｢広報みはま広報クイズ｣係(〒919-

1192美浜町郷市25-25)まで送ってください。

メールで応募される方は、次のアドレスに送信して

ください。

【メールアドレス】

  kouhou-mihama 

  @town.fukui-mihama.lg.jp

【二次元コード】　右記

　締め切りは、4月10日(金)(消印有効)です。正解者

の中から抽選で5人の方に記念品をお送りします。

●3月号の答え　さくらもち(桜餅)

● 応募者総数は9人で全員正解でした。当選の発表は、

記念品の発送をもってかえさせていただきます。

広報クイズ

町の情報や応援クルーの

情報はこちら！

※ 町が公認登録する｢町外に住みながらも本町を
愛し、応援してくださる方｣のこと。

人口の動き

12人

19人

414人(± 0)

人口総数　　　　8,526人(±  0)

男　　　　　　　4,223人(＋  1)

女　　　　　　　4,303人(－  1)

世帯数　　　　　3,564世帯(－  5)

出生　　  　　　死亡

転入　　  　　　転出

みはま応援クルー(※)

  8人

23人

令和8年3月1日現在※(　)は前月比

氏　名 住　所

 八　木　健　爾　&　(山　来) 羊　子 郷　市

　橋　本　洋　平　＆　(和　田) 真 規 子 久々子

◎ご結婚

◎ご誕生

氏　名 性別 父・母 住　所

前 田 理
り ひ と

人 男 宏樹・侑佳 松 原

牧 田 紫
し お ん

苑 男 　司・夢佳 佐 田

八　木　翠
み つ は

紬巴 男 　望・千緩 郷 市

田 邉 湊
み な せ

成 男 貴史・有希 山 上

荒 木 富
ふ じ

次 男 貴之・麻里 山 上

平 城 奈
な こ

瑚 女 慎太郎・有香 金 山

4.9   2
人
の
お
兄
ち
ゃ
ん
と
遊
ぶ
の
が
大
好
き
！

最
近
は
い
な
い
い
な
い
ば
ぁ
に
は
ま
っ
て
る
よ
♡

幸
丈
　
桜さ
く
ら空
ち
ゃ
ん

父･

佑
馬
さ
ん

母･

冴
香
さ
ん

(

丹
生)

町公式LINEの

友だち追加はこちら！

①第六次美浜町総合

　　●〇〇〇〇〇〇〇がスタートします

②〇●〇〇を考えるつどい

③｢●〇〇火災注意報｣・｢林野火災警報｣

　の運用を開始しました

④令和8年度〇〇〇　予算

⑤｢チョイソコみはま｣が

　　　〇〇〇●〇〇〇〇を開始します

●

｢はじめてバースデー｣への

掲載案内は、誕生月の前々

月に送付しています。

ぜひ、ご応募ください。
＊受賞した気持ちを教えてください。

　学校の宿題として取り組んで応募したので入賞するとは思っ

ていませんでした。最優秀賞を受賞できて、とても嬉しいです

＊献立を考える中で工夫した点を教えてください。

　地元のへしこや野菜等をたくさん使った、焼きおにぎりと
具だくさんのお味噌汁の献立を考えました。地元の食材を
使ったり、栄養面についてたくさん考えたので、栄養満点で
おいしい朝ごはんの献立ができました。

まちびとまちびと

ふくいっ子アイデアメニュー

コンテスト｢家族と食べたいお

にぎり朝ごはん｣部門の小学校

の部で最優秀賞を受賞された

森下 駿
しゅんすけ

介　さん (日向)

※ 氏名に旧字体や俗字等が含まれている場合は、常用漢字で掲載しております。

美浜西小学校　6年
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■くらしのカレンダー■

●イベント ●健康診査・検診 ●子ども行事
●行事の予定は、3月 13日現在のものです。一部変更になる場合がありますので事前にご確認ください。
●　　　網かけの日は、役場はお休みです。 
●　　　は古紙回収日、後に続く（　）内は回収地区です。
●ごみの休日受入は、第3日曜日以外の土日祝日(5月3日～5日、12月31日～1月3日を除く)の午前8時30分～正午です。
●休日の当番医に関するお問い合わせ先　 町役場 ☎32-1111（代表）　美浜消防署 ☎32-1190

古紙

(耳地区:河原市･南市･栄区を除く)古紙

(北･南地区)古紙

(河原市･南市･栄区)古紙

(東地区)古紙

令和8年 4 月

15（水）

16（木）

14（火）

13（月）

12（日）

11（土）

10（金）

9（木）

8（水）

7（火）

6（月）

5（日）

4（土）

3（金）

1（水）

2（木）

27（月）

26（日）

25（土）

24（金）

23（木）

21（火）

22（水）

20（月）

19（日）

18（土）

17（金）

28（火)

29（水)

30（木)

今
月
号
で
は
、今
後
10
年
間
の
ま
ち
づ
く
り

の
指
針
と
な
る「
第
六
次
美
浜
町
総
合
振
興
計

画
」に
つ
い
て
掲
載
し
ま
し
た
。今
回
の
計
画

は
、小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
幅
広
い
世
代
の
皆

さ
ん
に
参
画
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
で
、よ
り

良
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の
計
画
が

出
来
上
が
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。。

　

物
事
を
進
め
る
に
は
、入
念
な
計
画
を
立

て
、進
捗
を
確
認
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。だ

ら
だ
ら
過
ご
す
1
日
が
短
く
感
じ
る
の
と
同

じ
よ
う
に
、10
年
と
い
う
期
間
で
も
漠
然
と
生

活
を
し
て
い
て
は
、あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て

い
く
も
の
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
に
関
わ
っ
て
い
た
だ

き
な
が
ら
、時
間
を
か
け
て
作
り
上
げ
た
本
計

画
。将
来
あ
る
べ
き
町
の
姿
に
向
か
っ
て
、私
も

着
実
に
進
め
る
た
め
に
頑
張
り
ま
す
。（
隼
）

  8:15～第56回美浜･若狭両町長杯争奪高校野球

　　　　　　　　大会(総合運動公園野球場)～5日

 9:00～ハートフル朝市(道の駅若狭美浜はまびより)

13:00～心配ごと相談(はあとぴあ)

10:00～6～8か月児教室(はあとぴあ)

13:30～育児学級(はあとぴあ)

小中学校入学式(各小中学校)

  9:00～ハートフル朝市(道の駅若狭美浜はまびより)

13:00～心配ごと相談(はあとぴあ)

13:00～司法書士法律相談(はあとぴあ)

  9:00～ハートフル朝市

　　　　　　　　　(道の駅若狭美浜はまびより)

  9:30～美しい浜プロジェクトin水晶浜

　　　　　　　　　　　　　　(水晶浜海水浴場)

13:00～心配ごと相談(はあとぴあ)

  9:00～ハートフル朝市

　　　　　　　　　(道の駅若狭美浜はまびより)

13:00～心配ごと相談(はあとぴあ)

  昭和の日

美浜町防災アプリの
ダウンロードをお願いします

美浜町防災アプリでは、
防災情報や停電情報、お
くやみ等の生活に関わる
緊急情報等をお知らせし
ています。ぜひ、ダウン
ロードの上、ご利用くだ
さい。

ダウンロードは
こちら


